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みけつくに さば 

日本遺産「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」 

　60 日に一度巡ってくる庚
かのえさる

申の日の夜には、人の体内に住む「三
さん し

尸の虫
むし

」が閻魔大王に

悪行を告げようと外に出るため寿命が縮むといわれています。それを防ごうと寝ずに夜

通し起きて、にぎやかに過ごしたといわれる庚
こうしん

申信仰にちなみ、8 月 24 日（土）の庚

申の日に庚申堂を会場として、チェロ奏者「ヨース毛」氏による演奏会を開催しました。

　ヨース毛さんは、アコーディオン、チェ

ロ、ギターの 3人組インストゥルメンタ

ルバンドのメンバーでNHK「おかあさん

といっしょ」の楽曲も手掛けています。数

年前に小浜市へ移住してこられ、すっかり

小浜に溶け込んでいる方です。

　この演奏会に合わせ、今回は協議会のメ

ンバーや周辺店舗にご協力頂き、飲み物や

こんにゃくなど飲食の販売をはじめ、射的

やボールすくい・くじ引きなど子供向けの縁日も行い賑わい

をみせました。

　そして、初めて企画したチェロ演奏会には、約 70人の観

客が集まりました。聞き馴染じみのある童謡を即興で見事に

演奏していただき、なかなか聴くことが出来ないプロの演奏

に触れられる貴重な機会となりました。来場者からは「夏の

夕暮れの雰囲気が良かった」「良い演奏が聴けた」「庚申堂

を初めて知った」などの声を頂きました。沢山の身代わり

猿が吊るされている夕暮れの庚申堂前での演奏会は良い雰

囲気で幕を閉じました。

　演奏前には身代わり猿、三尸の虫、こんにゃくなど、庚

申信仰にまつわる話や謂
いわ

れの話をしました。新聞やチャン

庚申堂 de夜更かし
活性化委員会　委員長　上中雄一郎　
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ネルOの取材も受け、記事や放送で紹介して頂きましたので、西組地域以外の方にも「庚

申堂や庚申の日」に今一度関心を持って頂けたのではないかと思います。

　コロナ以降、イベントやお祭り、地域の行事などが中止になったり簡素化されたりしま

したが、このイベントを通じて昔ながらの風習の意義や大切さを感じました。

三丁町の庚申堂について

　1649 年に小浜藩の重臣　都
つづき   げ き 

筑外記の内室（酒井忠勝の娘）が、我が子の武運長久と無病息災を祈願して建

立したとの看板が庚申堂にあります。

　さて庚申信仰とは、中国道教の説く「三尸説（さんしせつ）」をもとに、仏教・

神道・修験道・呪術的な医学や、民間信仰や習俗などが複雑に絡み合った複

合信仰です。６０日ごとにめぐってくる庚申 ( かのえさる ) の日に眠ると、そ

の人の身体から三尸の虫（上尸虫、中尸虫、下尸虫）が抜け出し天帝にその

人の罪を告げ口して、された人は命が縮むと考えられていました。

　神道では猿田彦の神を祭って日の出まで起きていました。近くでは敦賀の

気比神宮の摂社にあります。仏教では青面金剛をお祭りして徹夜します。青面金剛は、京都八坂の庚申堂、奈

良町の庚申堂や四天王寺の庚申堂があります。

　三丁町の庚申堂では、青面金剛と厩
うまやどのみこ

戸皇子（聖徳太子）が祭られています。青面金剛のご利益は病魔退散で、

厩戸皇子（聖徳太子）は大工の祖とされ、建築関係者の信仰を集めていました。

地蔵盆8月23日

小浜地区内のあちこちで、地

蔵盆がありました。コロナ禍

ではできなかった旗取りに子

ども達は一生懸命！　各地区へと走り、夏の

行事を楽しんでいました。



（3）

2024年 放 生 祭（9月14～15日）
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猛暑が続き、日本一の暑さを記録することも

あった今夏の小浜市。その中練習してきた出し

物を今年も無事に奉納することができました。
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発行日／ 2024 年 10 月 25 日

小浜西組小浜西組の URL http://obama-nishigumi.sakura.ne.jp/

時　9月 19日（木）　19：00　5名出席
所　小浜コミュニティセンター

広報委員会を開催しました

時　１０月９日（水）　18：30
所　熊川児童館

県内の重伝建3地区交流会が開催されました

時　11月 10日（日）　10：00
所　小浜公園

おばま夢のWAメルカート開催されます

ぺっちん細工展開催しました

小浜西組
ホームページ

小浜西組町並み協議会からの報告とお知らせ小浜西組町並み協議会からの報告とお知らせ

　3地区参加者の自己紹介の後、今
庄宿、熊川、小浜西組の近況報告が
ありました。
　文化庁文化財調査官　村上玲奈
氏から町並み保存と防災と題して、
能登地区の話を交えながら防災が
いかに大切であるかを話していただ
きました。
　その後は懇談会を開催し、3地区
の皆さんとまちづくりについて話し
合いました。

時　8月 11日（日）～9月 30日（月）
所　小浜町並み保存資料館　

小浜市山手在住　奥東公二様の作品 14 点を展
示しました。
　※ぺっちんとは箸の製造過程で、切り落とされた
　　端材のこと

見学された方は根気のいる細かい作品ですねと
感心していました。
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